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四郷の串柿 （かつらぎ町）

11月も秋が深まり、串柿作りが始まると農家
の軒先や周囲の干し場に柿の珠暖簾が一斉
に吊され山里は柿一色に染まります。
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ    

 

希望の星  

 

 ９月１４日、和歌山市の和歌山ビッグ愛で「わかやま産品商談会 in

和歌山」が開かれました。  

 この商談会は和歌山産品の販売促進のために、これはという商品を

作った和歌山の製造業者さんといい商品はないかと探しに来てくれる

バイヤーさんを集めて商談をしてもらおうと始めたものです。  

一般に、昨今はい いものを作っても 流通業者が全国津 々浦々まで目

を光らせていて買ってくれるというものでもないので、製造業者も「何

でこんないい物が。」と嘆いているばかりでなく積極的に全国、世界

へ向けて売りに行くという事が必要です。その際、自分たちだけで商

談会をやろうとしても、バイヤーさんがなかなか来てくれないので、

世界的に有名な見本市に出展するよう勧めたり、助成したりしていま

す。しかし、大阪と和歌山だけは、声をかければ、ある程度バイヤー

さんが来てくれるので、和歌山産品だけの商談会を開いているのです。

大阪の「わかやま産品商談会 in 大阪」は、私がちょうど就任した直後

に開かれたのですが、私自らも、商社筋や大阪商工会議所、ＪＥＴＲ

Ｏの“つて”を頼ってバイヤー集めの電話をしまくっていました。お

陰でこれはすっかり定着し、なかなか盛況を呈しています。和歌山の

場合は、出展者も初めての業者さんも多く、バイヤーさんも和歌山の

小売店やレストランなどが大勢来ておられました。  

 激励のため会場を一渡り回りました。回った後、とても気分がよく

なりました。ついに和歌山も多くの方々が、よし自分も一つ頑張ろう

と思い始めてくれているなという実感を得られたからです。地域の経

済発展もこのような多くの人々の蜂起なしにはあり得ません。和歌山

は苦難の時には、人々が蜂起するところです。戦後の焼け野原の中で、

どこよりも早く経済復興を果たしたところです。現在につながるよう

な多くの企業が、食うや食わずの状態で頑張って会社を興し、農業者

は山に果樹を植えました。その後、長く沈滞しましたが、もう一度よ

し頑張るぞと考え始めてくれる、その息吹を感じました。  

 販売促進はもちろん、創業支援、技術開発、人材育成、資金供給、

様々な側面から、和歌山県はこの息吹を支援します。  

 

 

 

 

10/13 知事室にて 
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＊ 最近の県政の動きや県内の話題などをピックアップしてお届けします。 
 

●「新長期総合計画」･｢平成２９年度新政策｣策定に向けラストスパート        

 
 本年４月から取り組んでまいりました「新長期総合計画」、「平成２９年度新政策」の

策定作業が大詰めを迎えています。 
新長期総合計画は、５月号でも紹介しましたが、東日本大震災や紀伊半島大水害など大

規模災害の発生による県民の安全・安心に対する認識の高まり、また、人口減少の克服に

向けた地方創生の動きなど、本県を取り巻く環境が大きく変化していることから、１年前

倒しで新たに策定することとしたものです。 
策定に際しては、県民の皆さんが、ふるさとわかやまに誇りを持ち、楽しく快適に、安

全で安心して暮らしていける、そのように感じられる計画にしたいという想いをもってス

タートしました。 
また、取り組みに当たっては、県庁内での議論だけではなく、各部局が所管する関係の

皆さんをはじめ、県外の有識者の方々からも様々な角度からご意見をいただきました。少

子化対策はもちろんのことですが、全国的に人口が減少する中にあっては国内だけではな

く世界を見据えて考える必要があること、といったご意見などを頂戴しました。 
こうした手続きを経て、めざす将来像を「世界とつながる 愛着ある和歌山」として、ま

ずは素案を作成しました。そして、９月から１０月にかけて、この素案に対して県議会議

員や市町村長の皆さんをはじめ、自治会の皆さん、また県内各地で開催している県行政報

告会においてご意見をいただいたところです。 
今後は、さらに詳細な「原案」を策定し、１２月県議会定例会で審議いただき、パブリ

ックコメントを経て、２月県議会定例会に計画案を上程、そして議会での審議・議決を経

て策定となります。 
 また、新政策は、現在の施策や県が抱える課題などを踏まえ、翌年度に何をしていくの

が良いのかを考えていくものですが、来年度は、上記の長期総合計画の初年度をなすもの

ですから、特に抜本的な政策が多くなっています。そういう意味で今年の新政策検討は特

に大変ですが、現在は、新政策に係る予算要求などの作業が最終局面を迎えています。 
そして、新長期総合計画と同様に、２月県議会定例会での審議・議決を経て新年度を迎

えることになります。 
新長期総合計画を県民の皆さんがご覧になったとき、１０年後の和歌山が容易に想像で

き、そして「和歌山は安定して栄えていくんだ」という想いが持てるように、引き続き、

職員一丸となって取り組んでまいります。 
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●世界初！完全養殖された幻の高級魚“スマ”を初出荷                   

 
 和歌山県の海面養殖はマダイが主流ですが、魚価の低

迷やえさ代の高騰などから、養殖漁業者の皆さんから、

成長が早く初期投資の少ない新たな養殖対象魚種の開

発が求められていました。 
“スマ”は、マダイ用の生け簀をそのまま利用でき、

成長が早く、また、その味はクロマグロを超えると言わ

れるほど大変おいしいことから、消費者から人気が高まるものと期待できました。 
しかし、スマはそもそも低温に弱く、海上いけすにおいて越冬させることが困難な魚で

もありました。 
そこで、国立大学法人東京海洋大学、株式会社丸東（串本）とともに、スマの種苗生産

や養殖技術に関する研究に取り組んできました。 
そしてこのたび、人工種苗の親から産まれた“完全養殖ス

マ”が順調に成長し、食卓にお届けできるサイズになり、１

０月１日と２日、阪急うめだ本店で販売しました。完全養殖

スマの出荷は世界初です。 
この研究成果によって、天然資源に依存しないスマ養殖が

可能となり、本県養殖業の振興につながるものと期待しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●第３２回全国健康福祉祭の「会期」および「開催種目･会場地市町村」の素案を作成しました！   
 
 高齢者を中心とするスポーツ・文化・健康・福祉の総合的な祭典「全国健康福祉祭」を、

平成３１（２０１９）年度に本県で開催します。 
「全国健康福祉祭」は「ねんりんピック」の愛称で親しまれており、卓球・テニス・ゲ

ートボールなどのスポーツ種目はもちろん、囲碁・将棋なども行われます。選手は６０才

以上の方々で、全国から選手団１万人以上が集結します。また、美術展や音楽文化祭など 
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の文化イベントや、地域文化伝承館、子ども向けイベントなども同時開催される、あらゆ

る世代の人たちが楽しめる総合的な祭典です。  
ねんりんピック種目については、「せっかく開催するなら、できるだけ多くの市町村で

やってもらいたい」という思いで、開催希望調査や関係機関との調整のもと開催種目およ

び会場地を県の素案として作成しました。 
また、会期についても、平成３１年１１月９日（土）～１２日（火）を素案とすること

で決定しました。 
今後は、大会主催者である厚生労働省及び（一財）長寿社会開発センターとの協議や、

「ねんりんピック紀の国わかやま２０１９実行委員会（仮称）設立準備会」で審議を行い、

来年度設立される実行委員会総会において承認を求め、正式決定となります。 
全国から多くの方々をお迎えするため、万全の体制で臨んでいきます。 
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●「2016 ため池フォーラム in わかやま」開催！                 
 

ため池は、農作物の恵みをもたらすのみならず、

地域の自然や景観、生物の生息の場、地域の憩いの

場としての多面的機能を持っていますが、農地や農

家の減少や農業者の高齢化など近年の農業情勢を取

り巻く社会状況の変化から、ため池の保全・維持管

理が困難な状況となっています。 
そこで、「ため池の恵みを未来へ ～地域の安心

と歴史の継承～」をテーマに、１０月２０日、２１日の日程で、「２０１６ため池フォー

ラム in わかやま」を開催しました。 
２０日はホテルアバローム紀の国において基調講演が行われ、関西大学環境都市工学部

教授 小林晃 氏を講師に「ため池堤体の安全性について」お話いただきました。講演で

は、豪雨や地震によるため池の被災メカニズムの説明や、短時間の豪雨が増え大規模地震

が懸念されることから決壊のリスクが高まっているとの指摘があり、農家だけでなく農家

以外の方々にも、ため池の多面的機能を理解していただくとともに、危険性についても認

識していただき、被害を最小限に抑えることの重要性を述べられました。 
続いて、従来の老朽化ため池の全面改修だけでなく豪雨や地震に備えた部分改修を取り

入れた和歌山県の「ため池改修加速化計画」の取組や「ため池が語る紀州の農村」などに

ついて発表が行われました。 
翌日は、紀北と紀南のコースに分かれ、遊歩道や親水

施設を整備して地域のコミュニティの場となっている

紀の川市の「平池」や、江戸時代に紀州土木工法の祖と

言われる井澤弥惣兵衛翁が延べ５万５千人を要して約

３ヶ月の短期間で築造した海南市の「亀池」等の現地見

学会が行われました。 
参加者には、フォーラムを通じて、ため池が築堤され

た歴史や、点検・維持管理等の重要性について再認識するとともに、近年のゲリラ豪雨や

近い将来起こるとされている地震に備えた改修「ため池改修加速化計画」の取組について

理解を深めていただけたと思います。 
本県では、県民が安心して暮らせるよう、引き続き対策を進めていきます。 
 

●タンザニア人留学生が「みなべ・田辺の梅システム」を学びました               

 
２０１３年６月に、国が開催した第５回アフリカ開発会議（TICAD V）において、官民

一体となってアフリカにおける強固で持続可能な経済成長を支援する政策が示されまし 



 - 6 - 

今月の和歌山県政トピックス                         

 
た。 
安倍総理による冒頭スピーチで表明された「アフリカの若者のための産業人材育成イニ

シアティブ（African Business Education Initiative for Youth、以下、ABE イニシアティブ）」

は、５年間で１，０００人のアフリカの若者に対し、日本の大学や大学院での教育に加え、

日本企業でのインターンシップの機会を提供するものです。 
 このＡＢＥイニシアティブの一環として、今般、タンザニアの留学生３名が農家での宿

泊や地元住民との交流などを通し、世界農業遺産「みなべ・田辺の梅システム」等につい

て学ぶこととなりました。 
留学生は、１０月９日から１４日までの６日間の日程の中で、農業や梅加工の実習のほ

か、世界遺産熊野古道歩きを体感したりと、充実した研修を受けました。 
 また、１４日には、県庁を訪問し、副知事との意見交換を行いました。 
 この研修を通して、留学生の方々には自国の農業発展につながる多くのことを学んでい

ただくことができました。 
 

【留学生氏名等】 
・キマリオ アルベルト ボニフェイス（35 歳） 
・ファウスティン ミグダ ングリミ （30 歳） 
・ムエマ ゴッドフレイ マイケル  （30 歳） 

 

 
●「和歌山フリーWi-Fi」拡大中！！「KANSAI Free Wi-Fi( Official )」アプリも運用開始      

 
昨年、本県への外国人宿泊者数は、史上最高記録となる約４

３万人泊（対前年比１４０．９％）を記録しました。 
県では、これらの外国人観光客等が快適に滞在できるよう、

宿泊施設や観光関係施設等の Wi-Fi 整備の支援を行うなど、「和

歌山フリーWi-Fi 大作戦」にＮＴＴグループと協働して取り組

んできました。 
この結果、本年３月末には１，２００アクセスポイント（以 
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下、「AP」という。）まで拡大したところですが、この９月末には平成２９年度末の目標

であった１，５００AP を大幅に前倒しして達成しました。 
また、１０月１日より「KANSAI Free Wi-Fi (Official)」アプリの運用が始まりました。 
このアプリで初回の認証手続きを行うと、県内のすべての「和歌山フリーWi-Fi」はもち

ろん、大阪や京都に移動しても、アプリを利用してワンタップで接続できます。 
アプリの対象となる Wi-Fi スポットは、関西広域連合の自治体が提供する約１万箇所の

無料 Wi-Fi（WAKAYAMA FREE Wi-Fi、Osaka Free Wi-Fi、KYOTO Wi-Fi 等）等です。 
今後、「和歌山フリーWi-Fi」のさらなる拡大とともに、「KANSAI Free Wi-Fi(Official)」

アプリを活用した情報発信などにより、県内へのさらなる誘客と広域周遊を促進します。 
 
和歌山フリーWi-Fi ポータルサイト（https://wifi.visitwakayama.jp/jp/） 
関西広域連合ポータルサイト（http://www.kouiki-kansai.jp/contents.php?id=2514） 
 

●第２９回全国なぎさシンポジウム in和歌山を開催！                
 
 人と海のよりよい関係を築くため、人と海の接

点である「なぎさ」をテーマに意見交換し、その

役割と大切さを再認識することを目的として、１

０月１８日に和歌山市民会館において「全国なぎ

さシンポジウム in 和歌山」を開催しました。 
 第２９回目を迎える本シンポジウムでは、『～

「なぎさ」を正しく知って～「なぎさ」をもっと

楽しく！！』をテーマに、利用、活用、環境等の

様々な切り口で「なぎさ」について理解を深めま

した。 
 基調講演は、国土交通省水管理・国土保全局海

岸室長 内藤正彦氏を講師に招き、「海岸におけ

る最近の取り組み」についてのお話をいただきました。 
引き続き、奈良女子大学名誉教授 和田恵次氏から干潟の生態系や環境維持について「海

と陸の狭間に生きる動物たち－その貴重性」と題した特別講演をいただきました。和田教

授は、和歌山県や全国の干潟で護岸工事が進み、水辺の生物が減少する傾向にあることや、

県内の沿岸で、本来いるはずのない南方系のスナガニの生息が確認されたことなどが紹介

され、干潟の環境の変化がもたらす生態系への影響について触れられました。 
 コーディネーターとして大阪大学大学院教授 青木伸一氏を迎え行われたパネルディス

カッションでは、パネリストからおのおのの見識が披露され、活発な意見交換がなされま

した。 
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 日本でも有数の美しい海岸線を持つ本県としては、今後も環境保全に取り組むとともに、

有効的な利活用を図るための施策を展開します。 

 
●第６回全国ご当地バーガーグランプリで“里山のジビエバーガー”がグランプリ獲得！！               

 
 「とっとりバーガーフェスタ２０１６ 第６回全国ご当地バー

ガーグランプリ」が１０月９日（日）、１０日（月）の２日間、

鳥取県西伯郡大山町で開催されました。 
 このイベントは、現在の若者にとって需要が多いハンバーガー

について、地域の食材を積極的に用いるなどして、日本食となり

うるバーガーにアレンジし、地産素材の価値の見直しとともに地

域への浸透を図ることを目的に行われています。 
 これまで、このグランプリ大会において、受賞した団体がそれ

ぞれの地元で大きな経済効果をもたらす等、全国大会として年々

評価を得てきています。 
 この度、全国の出店団体３０（鳥取県内７、県外２３）の中から、古座川町と共同で開

発した、株式会社カワ（有田郡広川町 代表取締役社長 川 良弘）の“里山のジビエバ

ーガー”が、見事グランプリを獲得しました。 
 同社、は昨年、一昨年と紀州梅バーガーでグランプリを獲得しており、今年で３年連続

となります。本大会で３年連続グランプリを獲得した団体は初めてです。 
１０月１９日には、株式会社カワの川代表取締役社長と西前古座川町長が、“里山のジ

ビエバーガー”を持参し、受賞報告のため来庁されました。 
“里山のジビエバーガー”は、古座川町産シカ肉と豆腐を使ったパティと、古座川町産

柚子と湯浅町産の三宝柑の果汁を加えたマヨネーズ

ソースなどで味付けされています。パンズは、みなべ

町産の紀州備長炭を練り込んでいます。 
 試食した知事は、「野趣のある食感が最高だ。もっ

と発信してほしい。」と感想を述べました。 
 県内や大阪府内のカワ関連企業の１７店舗で購入

できますので、味わってみてください。 
 
 （関連ホームページ） 
・パン工房カワホームページ  http://bakery.e-kawa.co.jp/ 
・とっとりバーガーフェスタ２０１６  http://www.tottori-bf.jp/ 
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●県産品を使った商品が人気です！                      
 
 本県では、わかやま産ブランドの向上と販路開拓を目的に、大手メーカーへの県産品採

用に向けた取り組みを行っています。 
このたび、日本ルナ株式会社（京都府八幡市、社長：伏見浩二）から、‘有田みかん’

果汁を使用した『バニラヨーグルト 有田みかん』が、３年連続で発売されることになりま

した。 
この商品は伊藤農園（有田市）とのマッチングで誕生したもので、日本ルナ(株)の看板商

品である「バニラヨーグルト」シリーズとして販売されます。 
今年は、果汁が従来品比の２倍になって、有田みかんの果汁感と香りをより一層楽しむ

ことができます。また、商品パッケージには、和歌山県共同開発商品ＰＲマークの「協力 和
歌山県」が付され、和歌山県を全国にＰＲしています。 
新しくなった「バニラヨーグルト 有田みかん」をぜひご賞味ください。 

 
商品名：バニラヨーグルト 有田みかん 

販売日：平成２８年９月１９日（月）から６ヶ月間 

販売箇所：全国のスーパーマーケットやコンビニなど 

 
さらに、菓子メーカーの亀田製菓株式会社が実施していた『「亀田の柿の種｣ご当地選手

権！キャンペーン』において、本県「ぶどう山椒」が見事第 1 位に輝き、全国販売（期間

限定）されることが決定しました。 
ぶどう山椒とは、ブドウの房のような形で実る山椒で、有田川町や紀美野町で生産され、

全国シェア１位の生産量を誇ります。 
全国販売により、「ぶどう山椒」の魅力を多くの方々に PR できることを期待しています。 
ぜひ、この機会にお召し上がりください。 

 
 

商品名：亀田の柿の種 ぶどう山椒 

販売日：２０１６年１０月３日（月）～２０１７年１月末 

販売場所：全国のスーパーマーケットやコンビニなど 

 

●三菱電機株式会社冷熱システム製作所が「企業の森」による森林保全活動の実施を決定！                     

 

 ｢企業の森｣は、企業や労働組合などの方々に社会・環境貢献活動の一環として、荒廃し

た森林などの保全に様々なかたちで取り組んでいただく事業です。 
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 また、森林環境の保全だけではなく、活動地域での交流や観光を併せて実施するなど、

県、市町村、地域で様々なサポートを行い、活動に取り組んでいただいています。 

このたび、三菱電機株式会社冷熱システム製作所が、有田川町において「企業の森」事

業を活用し、「みつびしでんき・有田川の森」として今後１０年間にわたり１．０３ha の

山で植栽や下刈りなどの森林保全活動を行っていくこととなりました。 

同社は１９４３年に和歌山の地で操業を開始し、三菱電機の空調冷熱事業の基幹事業所

として大きな期待を背負い、世界数十カ国へ空調機を出荷されています。 

１０月１７日、三菱電機株式会社冷熱システム製作所 所長 河西智彦氏、中山有田川

町長に出席いただき、土地所有者などが立ち会いのもと協定の調印式を執り行いました。 
調印後、河西所長は「当社は、総合電機メーカーであり、少なからず環境負荷をかけて

いる。それらを軽減することが企業活動の中でも大切であり、企業の森はその趣旨とぴっ

たりと合う。」と話されました。 
今回の三菱電機株式会社冷熱システム製作所の参画により、「企業の森」の参画数団体

は７４企業・団体、活動地は７９箇所となります。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「企業の森」実施箇所位置図 
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●「元気な和歌山」の実現に向けて－平成２９年度 新政策と予算編成の方針－        

 
 平成２９年度施策の基本となる、新政策と予算編成の方針を策定しました。 
 本県を取り巻く環境などを勘案し、人口減少を抑制するための雇用創出や教育現場での

ＩＣＴ（情報通信技術）の活用など多岐にわたる施策について盛り込んでいます。 
 新政策は、昨年６月策定の「県まち・ひと・しごと創生総合戦略」で掲げられている５

つの基本目標を軸に予算編成する予定です。 
 
Ⅰ 平成２９年度新政策の基本的な考え方 

我が国の景気は、有効求人倍率が高い水準を維持するなど、雇用・所得環境に一定の改

善がみられるものの、個人消費や民間投資は力強さを欠いた状況にある。また、中国をは

じめとするアジア新興国経済の陰りや英国のＥＵ離脱問題等、世界経済の需要の低迷、成

長の減速のリスクが懸念されている。こうした状況の下、国は「未来への投資を実現する

経済対策」を策定し、持続的な経済成長と一億総活躍社会の着実な実現につながる施策を

推進している。 

本県では、有効求人倍率は上昇傾向にあるものの、景気動向は依然として厳しい状況に

ある。また、平成２０年をピークとして国全体の人口が減少局面に入る中、都市部への人

口流出が続き、本県の人口も平成２８年４月推計で前年比９，３４７人減の９５８，０１

８人となっており、依然として減少傾向に歯止めがかかっていない。 

このような状況を打破するため、昨年６月に、人口減少の克服と持続可能な和歌山の実

現をめざし、「しごとを創る」、「ひとを増やす」、「まちを創る」を３つの基本姿勢と

する「和歌山県まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定した。平成２８年度はその初年

度として野心的な新政策を策定し取組をスタートしたところであり、国の経済対策につい

ても、本県に有用な事業を積極的に抽出・活用していく。 

平成２９年度は、これらの取組に加え、新たな課題に対して固定観念にとらわれない大

胆な発想をもって施策を展開することで、総合戦略に掲げた５つの基本目標である、 

１．安定した雇用を創出する 

２．和歌山県への新しい「人の流れ」を創造する 

３．少子化をくい止める 

４．安全・安心な暮らしを実現する 

５．時代に合った地域をつくる 

の達成に向けた歩みを一層加速させる。 

なお、東日本大震災や紀伊半島大水害など大規模自然災害の相次ぐ発生に伴う県民の安

全・安心に対する意識の高まりや、経済・社会のグローバル化などの時代の潮流に対応す

べく、現行の和歌山県長期総合計画を見直し、今後１０年間の県政の方向性を示す新たな

長期総合計画の年度内策定に向け、鋭意議論を重ねているところである。その過程におい

て中長期的な視点から出された様々な意見・提案のうち、直ぐに取り組むべき施策につい 
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ても平成２９年度新政策に反映し、将来の和歌山県のめざす姿を実現する力強い第一歩と

する。 

 

 

 

和歌山からの「ひと」の流出を抑制するとともに、「ひと」を呼び込み定着を促進するためには、生活するため

の基礎となる「しごと」を確保することが求められる。 

そのため、製造業や観光業、農林水産業など本県が強みとする産業において、ＩＣＴやロボットなどの革新的な

技術を積極的に活用することで生産性を高め競争力を強化するとともに、新たな市場・販路の開拓を支援すること

で、国内外から稼げる産業へと成長させ、安定した雇用を創出する。 

◆県内企業の成長力強化 

【中小企業の競争力強化】 

・ 県産品のブランド力向上と販路拡大のため、百貨店との協働により、県産品のブラッシュアップと首都圏で

の一斉プロモーションを実施 

・ 拡大するＥＣ市場への新規参入を促進するため、機運を醸成するキックオフイベントや販売ノウハウを伝授

する講習会など事業者団体による取組を支援 

・ ニッチトップ企業やコネクターハブ企業を育成するため、県工業技術センターでのコア技術開発とオープン

ラボ機能を強化 継続 

・ 企業の省コスト化を図るため、エネルギー効率の高い機器への転換や設備改修など省エネ投資に係る経費を

支援 

・ 製造業やＩＣＴ産業において優秀な理工系・情報系人材を確保するため、学生が借り入れた奨学金の返還金

を企業と協働で助成 継続 

・ 地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）など様々なデータを活用し、より効果的な企業支援の提案を行うとと

もに、企業に対しデータ利活用の重要性を普及・啓発 

【新産業の創出】 

・ ＩＣＴ企業のさらなる誘致に向けて、市町村が行う新たな誘致拠点整備の支援とＩＣＴ企業への雇用奨励金

制度の対象を転入雇用者まで拡充 

・ 志高い創業者を発掘・育成するセミナーの開催や、ベンチャーキャピタル等から構成される「スタートアッ

プ創出支援チーム」によるハンズオン支援を実施 継続 

◆たくましい農林水産業の創出 

【農業の競争力強化】 

・ 農作業の省力化や農作物の品質向上を図るため、ロボットやＩＣＴなど先端機器の導入を支援 

・ 家畜ふん堆肥を有効活用するため、畜産農家・耕種農家等による堆肥流通地域協議会を設立し、地域内堆肥

流通システムを構築 

・ 戦略的な農業経営にチャレンジできる人材を育成するため、農業大学校を「農林大学校」に改編し、農学部

アグリビジネス学科を平成 29 年４月から開講 継続 

１．安定した雇用を創出する 
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【森林・林業の再生】 

・ 素材生産量目標を達成するため、森林ゾーニングにより設定された「重点エリア」に対し集中的な支援を

実施 継続 

・ 林業の中核を担う経営感覚を持った人材を育成するため、農業大学校を「農林大学校」に改編し、林業研

修部林業経営コースを平成 29 年４月から開講 継続 

【水産業の活性化】 

・ 首都圏での県産魚の知名度の向上・ブランドの確立を図るため、南紀白浜空港を活用した首都圏への販路

拡大を推進 

・ 漁業者による複合経営を進めるため、漁業協同組合が漁業者グループにリースするための漁船や漁具・養

殖用資材等の取得を支援 

・ 経営環境の変化に対応できる足腰の強い漁業者を育成するため、複数の漁船を統合して複船経営を行う漁

業者に対し、操業権利の取得を支援 

【新分野への展開】 

・ グリーンツーリズムやブルーツーリズムを推進するため、農林漁家民泊施設や市民農園の整備など、地域

での受入体制整備を支援 継続 

◆観光の振興 

【観光資源の情報発信】 

・ 「歴史・文化」をテーマにした新たな魅力でさらなる誘客を図るため、神話の時代から近代に至る、豊富

な歴史ストーリーと資産を 100 の旅モデルにより発信 

・ 清らかな「水」にまつわる景観や温泉、食、アクティビティなど、まだ知られていない和歌山の魅力を紹

介する「水の国、わかやま。」キャンペーンを実施 継続 

・ サイクリストを誘客して地域の活性化につなげるため、情報提供サイトの作成やサイクルステーションの

拡充等によりおもてなし環境を充実するとともに、国内外に「サイクリング王国、わかやま。」を発信 

・ 外国人観光客の旅行消費額を増やすため、富裕層をターゲットとした誘客活動や、スポーツツーリズム、

体験型民泊による長期滞在化を推進 

【観光素材のブラッシュアップ】 

・ インバウンド受入環境を充実させるため、外国人観光客の立場にたった交通機関の利便性向上やＩＣＴ技

術を活用した多言語解説、ホテル等における外国人スタッフの導入を促進 

・ 大型クルーズ客船を誘致するため、施設改良や受入環境整備を進めるとともに、関係機関と連携した「和

歌山クルーズ振興協議会（仮称）」を設置して誘致活動を強化 

・ 熊野古道来訪者の周遊範囲の拡大と滞在期間の長期化をめざし、歴史的価値のある集落跡の調査・整備や、

大辺路ルートの駐車場・トイレ等の整備を実施 

・ 日本遺産「鯨とともに生きる」を活用した熊野地域の魅力向上をめざし、古式捕鯨のシンボル「勢子舟」

の復元や情報発信拠点の整備を支援 
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人口減少を抑制するためには、県外への転出を抑え、転出した「ひと」を呼び戻すだけでなく、新たな「ひと」

を呼び込むことが必要である。 

そのため、和歌山の暮らしやすさを県内外に広く発信するとともに、女性や高齢者を含め、誰もが「しごと」

に就くことのできる環境づくりを推進する。また、和歌山ならではの「くらし」や新しい「しごと」のスタイル

である“ワーケーション”などを提案し、体験の機会を提供することで、本県への新たな「人の流れ」を創造す

る。 

◆和歌山で暮らす 

・ 担い手不足を解消し地域を元気にする「移住・定住大作戦」を継続し、「くらし」、「しごと」、「住ま

い」の３つの側面から移住者を支援 

仕事や生活情報をワンストップで提供する個別対応の相談窓口の設置 

継続若年移住者の経済的負担を軽減する奨励金 継続 

地域の「しごと」を移住者ならではの視点で見直し、引き継ぐ「継業」を支援 

空き家バンクの登録促進 継続 

・ 増加する空き家を有効活用するため、空き家を適正に管理する代行サービスの体制づくりを進めるととも

に、流通手法のノウハウを伝授するセミナーを開催 

◆和歌山で働く 

・ 女性・高齢者の再就職を応援するため、働く意欲や企業の採用意欲を高めるセミナー・シンポジウム等を

開催するとともに、就職希望者と企業の出会いの場を創出するなど、本県独自の再就職システムを構築 

・ 働く女性がいつまでも活躍できるよう、女性の継続就業や再雇用・中途採用などに率先して取り組む企業・

団体を組織化 

・ 豊かな自然や多様な余暇活動が楽しめる環境を活かしたＩＣＴ技術者のワーケーション(※)を全国に先駆

けて推進するため、首都圏でのセミナー開催や短期滞在・就労の機会を提供 

※ ワーケーションとは、生産性・ワークライフバランスの向上をめざし、一定期間、リゾート地などで 

働きながら休暇をとること（ワークとバケーションを掛け合わせた造語） 

・ ＩＣＴ企業のさらなる誘致に向けて、市町村が行う新たな誘致拠点整備の支援とＩＣＴ企業への雇用奨励

金制度の対象を転入雇用者まで拡充【再掲】 

・ 製造業やＩＣＴ産業において優秀な理工系・情報系人材を確保するため、学生が借り入れた奨学金の返還

金を企業と協働で助成 継続【再掲】 

◆和歌山で学ぶ 

・ 日本のデータ利活用拠点をめざし、「和歌山県データ利活用推進プラン」に基づいたシンポジウムの開催

や公募型研究、統計教育の推進等を実施 

・ 将来の医療関係人材を確保するため、県立医科大学薬学部及び看護大学の開設に向けた取組を推進 継続 

２．和歌山県への新しい「人の流れ」を創造する 
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和歌山県長期人口ビジョンで示した「高齢者１人を現役世代２人で支える人口形態」を実現するためには、合

計特殊出生率を早期に人口置換水準（2.07）まで高めることが重要である。 

そのため、結婚から妊娠、出産、子育てにいたるまでの不安と負担を軽減する取組を強化するとともに、地域

全体で子供を守り・育てる環境を創り出すことで、安心して産み育てることのできる社会を実現し、少子化をく

い止める。 

◆結婚から妊娠・出産・子育てまでの切れ目ない支援 

・ 未婚化・晩婚化の流れに歯止めをかけるため、社員の結婚を応援する企業の登録制度を創設し、結婚を希

望する社員に出会いの機会を提供するイベントを実施 

・ 妊娠・出産・子育て等に関する相談をワンストップで対応する体制を県内全域で構築するため、市町村に

よる「子育て世代包括支援センター」設置を支援 

・ 不妊治療に係る負担を軽減するため、特定不妊治療費と一般不妊治療費の助成や医師・保健師による不妊

専門相談による妊娠・出産支援を実施 継続 

・ 子供を３人以上育てる家庭の経済的負担を軽減するため、第３子以降の保育料等の無料化を実施 継続 

・ 小児科医が不足している地域において小児医療・小児救急医療を充実させるため、複数の医療機関が役割

と費用を分担し小児科医を確保する取組を支援 

◆社会で子供を育む環境づくり 

・ 仕事と家庭の両立のため、手当の充実や育児休業の取得促進など社員の子育てを積極的に支援する企業・

団体を組織化 

・ 学力の向上やいじめ、不登校など様々な教育課題に取り組むため、地域住民、保護者等が一定の責任と権

限をもって学校運営に参画するコミュニティスクールを小・中・高等学校に導入 

・ 子供の健やかな成長を促すため、帰宅してもひとりで過ごさざるを得ない子供たちに食事の提供等を行う

民間団体や、公民館等を活用して子供の居場所づくりを行う市町村を支援 継続 

・ 進学意欲と学力が高いにもかかわらず、経済的な理由により大学等への進学が困難な学生を支援するため、

給付型の奨学金を支給 継続 

３．少子化をくい止める 

「ひと」の定着や新たな転入を促進するためには、あらゆる世代にとって安全・安心に暮らせる環境をつくる

ことが必要である。 

そのため、これまでの自然災害対策に加え、平成 28 年４月に発生した熊本地震において顕在化した課題への

対策を推進するとともに、「地域包括ケアシステム」を見据えた医療・介護サービス提供体制の整備やそれを担

う人材の確保、良好な治安を維持するための対応力の強化などにより、安全・安心を実感できる社会を実現する。 

◆大規模災害から命を守る対策の推進 

【地震・津波対策】 

・ 津波から住民の命を救うため、津波第１波から逃げ切るための河川・海岸堤防等の強化を進めるとともに、

具体的な避難経路の設定、避難路・避難施設の整備等を支援 継続 

 

４．安全・安心な暮らしを実現する 
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・ リダンダンシー確保等の観点から、幹線道路やそれを補完する道路を整備 継続 

・ 住み慣れた地域が災害前よりもっと良い地域になるよう、「津波災害復旧・復興計画の事前策定に向けた統

一手法」を活用し、計画策定に取り組む市町を支援 

・ 地震による住宅の倒壊から人命を守るため、木造住宅の耐震補助対象を平成 12年５月以前に建築された住宅

まで大幅に拡充するとともに、戸別訪問による耐震化の周知・啓発活動を実施 

・ 家具の転倒による被害を防ぐため、住宅の耐震化を促進するための戸別訪問に合わせて、市町村、自主防災

組織等と連携した家具固定の周知・啓発活動を実施 

・ ホテル・病院など大規模建築物の耐震化を促進 継続 

【風水害・土砂災害対策】 

・ 集中豪雨や台風等による水害等の被害を軽減するため、県内主要河川の整備や国営総合農地防災事業による

対策を実施  継続 

・ 大規模地震や集中豪雨によるため池の決壊に備えるため、危険度の高いため池の改修を加速的に実施 継続 

・ 災害時の緊急放流機能と従来の農業用用水機能を兼ねた簡易なサイフォン式放流施設を導入する市町村のた

め池整備を支援 

・ 土砂災害警戒区域等の指定を早期に完了するため、土砂災害危険箇所の基礎調査を加速的に実施 継続 

【災害対応力の強化】 

・ 地震発生時における山間部での情報収集や倒壊家屋からの救助救出を迅速に行うための資機材、装備品を拡

充 

・ 長期化する避難所生活の中で災害関連死を発生させないため、避難所運営マニュアルをさらに充実し、避難

所運営リーダーの養成等にも反映 

・ 地震発生時に必要な水道水を確保するため、耐震性のある配水池に、揺れを感知して水の流出を防ぐ緊急遮

断弁を設置する市町村を支援 

・ 災害時において、重要施設や災害対応車両、救援車両等の燃料を確保するため、中核ガソリンスタンドや小

口燃料配送拠点等での燃料備蓄を実施 

◆質の高い医療と福祉の充実 

【医療】 

・ 医師の診療科偏在を解消するため、小児科、精神科、救急科を専攻した県立医科大学県民医療枠卒業医師へ

の返還免除付き修学資金制度を創設 

・ 小児科医が不足している地域において小児医療・小児救急医療を充実させるため、複数の医療機関が役割と

費用を分担し小児科医を確保する取組を支援【再掲】 

・ 地域包括ケアシステムを支える人材を育成するため、看護職員の研修受講を支援するとともに、訪問看護の

入門研修等を実施 

・ 将来の医療需要に応じ、急性期から回復期への病床機能の転換等を促進するため、施設の改修及び設備整備

等を支援 継続 
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【健康】 

・ 県民の健康増進を図るため、全ての県民が様々な健康づくりに参加し、その実績を楽しく競える仕組みを

構築 

【福祉】 

・ 今後増加が予測される要介護認定者の安心を確保するため、介護サービスの充実や介護の担い手確保を計

画的に推進 継続 

・ 要支援者向け介護予防サービスにおいて、自立支援型ケアを進めるため、先進事例を取り入れた地域ケア

個別会議を開催する市町村を支援 

・ 若年性認知症の人やその家族の負担を軽減するため、若年性認知症支援コーディネーターを配置し、本人

や家族への寄り添い・福祉サービス等への同行支援などの踏み込んだ援助を実施 

◆良好な生活空間の実現 

・ 単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換を促進させるため、住宅や飲食店、民宿の転換費用を助成 

 継続 

・ 下水汚泥の処分コスト削減に向け、県工業技術センター等が開発した汚泥減容化法を下水処理場で実証 

◆良好な治安の確立と交通安全の確保 

・ 警察の外国人対応力を強化するため、多言語電話通訳サービスの活用や双方向翻訳機を導入するとともに、

外国語研修プログラムを実施 

・ 深刻化するサイバー空間での犯罪に対応するため、高度解析機器を備えたサイバーセキュリティーセンタ

ーを開設 

・ 安全・安心な交通環境を実現するため、利用状況や周辺環境に応じた整備手法を用いて歩道整備を加速化 

 継続 

 

人口減少社会にあっても地域の活力を維持していくためには、地域特有の資源を最大限に活用するとともに、

それを担う優れた人材が求められる。 

そのため、地域の特性を見極め、産業をはじめ様々な活動を支える公共インフラの整備や都市機能の再編・集

約によるコンパクトなまちづくりを推進する。加えて、魅力を磨き地域を活性化させる取組の支援や、ＩＣＴ社

会を見越した教育環境の整備、地域で活躍する人材育成に取り組み、将来にわたって元気を持続できる地域をつ

くる。 

◆公共インフラの整備 

・ 県内の幹線道路ネットワークを強化 継続 

紀伊半島一周高速道路の実現に向けた近畿自動車道紀勢線の整備 

府県間道路の整備 

川筋ネットワーク道路の整備 

県と市町の役割分担を見直し、都市計画道路の整備 

５．時代に合った地域をつくる 
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Ⅱ 平成２９年度予算編成方針 

『元気な和歌山』の実現に向けて、平成 29 年度の新政策を推進するとともに、引き続き

健全な財政運営を確保するため、スクラップアンドビルドや事務事業の見直しを徹底する

こととし、既存事業については▲５％のシーリングを実施する。 

また、投資的経費については、事業効果や緊急性等を精査しつつ、全体としての投資が

財政健全化の妨げとならないように努める。 

ただし、上記重点政策に沿った事業は、原則としてシーリングを設定しない。 

なお、国の予算編成の動向等を踏まえ、予算編成過程において調整等を行うものとする。 
  

・ 大型クルーズ客船を誘致するため、施設改良や受入環境整備を進めるとともに、関係市町村と連携した「和

歌山クルーズ振興協議会（仮称）」を設置して誘致活動を強化【再掲】 

◆まちの再生 

・ 賑わいのある魅力的な都市づくりを推進するため、市町村による都市計画の見直し・策定を支援するととも

に、既成市街地の再開発を支援 継続 

・ 増加する空き家を有効活用するため、空き家を適正に管理する代行サービスの体制づくりを進めるとともに、

流通手法のノウハウを伝授するセミナーを開催【再掲】 

◆地域の再興 

・ ユネスコ世界ジオパークの認定に向け、「南紀熊野ジオパーク」をフィールドとした研究活動の支援などを

実施 

・ サイクリストを誘客して地域の活性化につなげるため、情報提供サイトの作成やサイクルステーションの拡

充等によりおもてなし環境を充実するとともに、国内外に「サイクリング王国、わかやま。」を発信【再掲】 

・ 日本遺産「鯨とともに生きる」を活用した熊野地域の魅力向上をめざし、古式捕鯨のシンボル「勢子舟」の

復元や情報発信拠点の整備を支援【再掲】 

◆学校教育の充実 

・ 学習理解の促進と情報活用能力の養成を図るため、学校におけるＩＣＴ環境を整備するとともに、教員のＩ

ＣＴ活用指導力を強化 

・ 不登校問題の解決に向け、マニュアル作成や教員研修の実施、サポート人材の配置拡充などにより、未然防

止、早期発見・早期対応、学校復帰までの各段階に応じた取組を実施 

・ 学力の向上やいじめ、不登校など様々な教育課題に取り組むため、地域住民、保護者等が一定の責任と権限

をもって学校運営に参画するコミュニティスクールを小・中・高等学校に導入【再掲】 

◆生涯学習の充実 

・ 地域で活躍する人材を育成するため、きのくに県民カレッジに社会教育専門講座を新設 
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●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内                   

 

この度、より簡単な手続で御寄附い

ただけるよう、ふるさと納税総合サイ

ト 「 ふ る さ と チ ョ イ ス 」

（http://www.furusato-tax.jp/）か

らも寄附の申込みが行えるようにな

りました。クレジットカードによる寄

附の場合は、申込みとクレジットカー

ド決済の手続が「ふるさとチョイス」

のサイト上で同時に行えるようになっています。 

また、１２月までに御寄附いただきますと、平成２８年の所得税と平成２９年の住民税

の寄附金控除を受けることができます。 

加えて、県では、１万円以上の

御寄附をいただいた方には、お礼

の品をお送りしています。お礼の

品につきましては、プレミア和歌

山の事業者から特別価格で御提

供いただいた梅干しや菓子類、飲

料など、次ページ以降に掲載して

いる３８品目の中から２品をお

選びいただけます。 

お礼の品の中には市場価格が

５千円を超えるものもあります

ので、例えば、１万円の御寄附を

いただいた場合、寄附額の１万円

を超える商品を選ぶことができ

ますので、大変お得にふるさと和

歌山を味わっていただくことが

できます。 

是非この機会にふるさと和歌

山応援寄附により、和歌山県が誇

る優良産品(プレミア和歌山)を

御堪能いただくとともに、引き続き和歌山県を応援してくださいますよう、よろしくお願

いします。 

  

単身者の場合 夫婦、子　2人の場合
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300万円 31,000円 300万円 4,000円

400万円 46,000円 400万円 17,000円

500万円 67,000円 500万円 33,000円

600万円 84,000円 600万円 53,000円

700万円 118,000円 700万円 75,000円

800万円 141,000円 800万円 109,000円

900万円 164,000円 900万円 132,000円

1,000万円 188,000円 1,000万円 157,000円

1,500万円 394,000円 1,500万円 355,000円

2,000万円 572,000円 2,000万円 532,000円

自己負担額 2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の

目安は右表のとおりです。

【注意】

下の表はあくまでも目安としてお考えください。

全額控除される寄附金額の目安

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円
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お礼の品一覧 
 

２品お選びいただけます！ 
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－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
★お問い合わせ・申込窓口★ ☆お問い合わせ窓口☆ 
〒640-8585 〒102-0093 
 和歌山市小松原通一丁目１番地 東京都千代田区平河町2-6-3 

総務部総務管理局税務課 都道府県会館12階 
担当 工藤、嶋村、岡田 和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通) 担当 宮脇 
FAX  073-423-1192 電話 03-5212-9057 

E-mail:furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp   FAX  03-5212-9059 
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 イベント情報(１１月１１日～１２月１０日) 

 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

11/11～

11/13 
第 10 回田辺弁慶映画祭 田辺市・紀南文化会館 

田辺弁慶映画祭実行委員会事務局

（田辺市観光振興課内） 

0739-26-9929 

11/12 
那智勝浦 

いせえび祭り 
那智勝浦町・ 
勝浦漁協市場 

那智勝浦町観光産業課 

0735-52-0555 

11/14 紅葉祭 那智勝浦町・ 
熊野那智大社～那智の滝 

熊野那智大社 

0735-55-0321 

11/23 食祭 WAKAYAMA2016 和歌山市・ 
和歌山城砂の丸広場 

和歌山市食のｲﾍﾞﾝﾄ実行委員会 

073-435-1234 

11/23 万呂の獅子舞 田辺市・万呂須佐神社 田辺観光協会 

0739-26-9929  

11/23 岡の獅子舞 上富田町・八上神社 上富田町観光協会 

0739-47-0550  

12/1～ 

2/28 

白良浜ｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝｲﾍﾞﾝﾄ 
｢白砂のプロムナード｣ 白浜町・白良浜海水浴場 白浜観光協会 

0739-43-5511 

12 月上

旬 
仙人風呂開湯式 田辺市・川湯温泉 熊野本宮観光協会 

0735-42-0735 

12/4 ねんねこ祭り 串本町・木葉神社 古座観光協会 

0735-72-0645 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

仙人風呂 
大塔川をせきとめた野趣あふれる大

露天風呂です！ 
自然の恵みを相手にしているため、そ

の年によって多少大きさが変わります。 
川底から湧いている 73 度の源泉に、

大塔川の清流を引き入れて 40 度前後に

調整します。 
周囲はよしず張りの囲いだけ、青空・

星空を見上げながら入る開放感が好評

です。 
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自然・風物情報(１１月中旬～１２月上旬) 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 

11 月中旬 串柿づくり最盛期 かつらぎ町・四郷地区 
かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

11 月中旬 
白良浜冬支度 

防砂ネット設置 白浜町・白良浜 白浜観光協会 

0739-43-5511 

11 月中旬 
ジャンボクリスマスツリー

お目見え 
和歌山市・ 

マリーナシティ 
マリーナシティ 

0570-064-358 

11 月中旬 有田みかん出荷始まる 有田市・ＪＡありだ ＪＡありだ 

0737-53-2311 

11 月下旬 紅葉見ごろ 
和歌山市・紅葉渓庭園 和歌山城整備企画課 

073-432-1044 

田辺市・奇絶峡 田辺観光協会 

0739-26-9929 

11 月下旬 大銀杏色づく 田辺市・中辺路町 なかへち観光協会 

0739-64-1470 

11 月下旬 子授け銀杏色づく 古座川町・光泉寺 古座川町観光協会 

0735-72-0180 

12 月上旬 海霧の発生 串本町・田原の海岸 串本町観光協会 

0735-62-3171 

12 月上旬 センリョウの収穫 印南町・真妻地区 ＪＡ紀州 

0739-22-2480 

12 月上旬 
｢するめーる｣ 

年賀状バージョン 田辺市、白浜町等 和歌山南漁業協同組合 

0739-55-2002 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

福定の宝泉寺境内にある樹齢、推定

400 年の大銀杏は、町指定天然記念物と

されています。 
幹の周囲 5.3 メートル、高さは 22 メー

トル。根元から高さ 4 メートルで幹が数

本に分かれ、千本銀杏とも呼ばれていま

す。 
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～編集後記～ 

 

これまで、季節外れの温かい日が続いていましたが、急に冷え込みが厳しくなってき

ました。天気予報によると、関西は今年の冬、例年以上に寒くなるとのことです。そろ

そろ、冬に備えて準備をしなければと思います。 

 

さて、先月、世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の追加登録が第４０回ユネスコ世

界遺産委員会の臨時会合において決定されました。 

本誌の７月号で、７月１０日からトルコで開かれるユネスコ世界遺産委員会で正式決

定される旨お知らせしていましたが、会合が行われていたトルコでのクーデター騒ぎに

より、その時は決定に至らず、１０月に持ち越しとなっていました。 

地元の市町にとっては待ちに待った嬉しいニュースとなり、喜びの声が多く聞かれま

した。それぞれ市町において趣向を凝らしたセレモニーやイベントが開催されています。 

県でも、１０月末に東京で記念のシンポジウムを開催し、今後は様々なイベントも予

定しています。 

この追加登録を契機に、国内外を問わず、さらに多くの方々に本県の世界遺産に触れ

ていただき、素晴らしさを知ってもらいたいものです。 

皆さんも、和歌山にお越しいただき、新たに追加された世界遺産の魅力を感じていた

だきたく思います。 

 

これから、日に日に寒さが増してまいります。お体に気をつけていただき、元気にお

過ごしください。 

 

  知事室秘書課長  中村 一人 
 

 

 
 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032 

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 
 

  和 歌 山 県 の ホ ー ム ペ ー ジ    http://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐ://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/furusato/   

                   2016 年（平成 28 年）11 月 NO.１０３ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 

     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 

                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 


